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基本方針

◆�校内サポートルームを、児童生徒がより
安心して過ごし、学び
に向かう空間となるよ
うリニューアルします
（990万円）
◆�のびのび学級の開室時間を延長し、
児童生徒へのサポートを強化します
(1,590万８千円)
◆�中学生が地域クラブに参加し、スポー
ツや文化芸術活動に継続的に親しめ
るようにします（4,804万円）

◆�市立学校に教頭業務サポーターを配
置します（1,097万円）
�教頭が管理職としての業務に集中で
きる環境を整え、教職員全体の業務改
善や、こどもたちへの指導・支援の充
実につなげます。
◆�山手小学校・岩園小学校のトイレや、
岩園小学校の外壁などを改修します
（4億1,429万円）
◆�こども誰でも通園制度が利用できる
ようになります（2,449万円）

　�就労要件を問わず時間単位等で柔軟
に利用できる、保育所・認定こども園
等の新たな通園制度を開始します。
◆�産婦健康診査の費用について助成が
受けられるようになります（512万8
千円）
�産後うつや新生児への虐待の予防等
を図る観点から、助成を行います。
◆�国指定史跡会下山遺跡を大切に守り継
ぎ、活用できるよう、保存活用計画の策
定等に取り組みます（1,164万２千円）

◆�市内の阪急バスだけでなく、阪神バス
の一般路線などでも利用可能な定期券
である「ｈａｎｉｃａはんきゅうグラ
ンドパス70」購入代金への助成を開始
します（1,280万円）高齢者バス運賃助
成事業については、助成割合を５割か
ら３割に見直し、持続可能な制度にし
ます（予算額9,870万4千円）
◆�健康寿命の増進を目指し、令和７年度
に協定を締結した神戸大学と協力し

て、最新の研究結果に基づく認知症予
防の取り組みを進めます。
◆�終活相談事業を開始します（500万円）
権利擁護支援センター
（保健福祉センター内）
で、将来の不安に備え
るための寄り添った支援を行います。
◆�芦屋公園の震災慰霊碑に解説板を設
置し、周囲の石畳や植栽を改修しま
す（106万9千円）

◆�マンション防災促進のため地域防災
推進事業補助金（自主防災会等育成事
業補助金）の対象にマンション管理組
合を新たに追加します（200万円）

◆�ＪＲ芦屋駅南地区が生まれ変わりま
す（19億7,462万6千円）
�引き続き早期の完
成に向けて市街地
再開発事業を実施
します。また、再開
発ビル３階に整備する公益施設の本
格的な検討を、市民ワークショップ等
を通じて開始します。

◆�地域が主体となったまちの魅力向上の
取り組み（あしやエリア
プラットフォーム）を支
援します（150万円）
◆�老木化が進んでいる芦屋川沿いのサク
ラ健全度調査を実施します（100万円）
◆�老朽化した公園施設を更新します（打
出浜公園のトイレ、楠公園等の遊具、
東浜公園の照明設備）（9,550万円）
◆�オンサイトPPA方式により公共施設に太

陽光発電設備を導入します（6,657万円）
オンサイトPPA(電力購入契約)は、「市
が太陽光発電設備を設置・所有するの
ではなく、PPA事業者が設備を設置し
て発電した電気を、決められた単価で
市が購入して使う」仕組みです。
◆�プラスチック分別収集の取り組みを進
めるための調査・検討
を行います（847万１千
円）

「対話を中心としたまちづくり」を掲げ、市長に就任
してからまもなく３年が経過します。改めて、芦屋の
未来を想い、関わってくださるすべての皆さまに、心
から感謝申し上げます。ありがとうございます。
この３年の間にも、社会は大きく変化しています。
生成ＡＩの進化。少しずつ進む社会の分断。激動の
世界情勢。私たちは、時代の大きなうねりの中にあ
ります。
そんな今、私たちができることは何か。それは、民
主主義を守ることである、と私は考えます。そし
て、私が守りたい民主主義とは、社会をみんなで良
くする営みのことです。
相互尊重と対話のもとで、私たち一人ひとりが、自
分の人生を、ひいては自分のまちを良くするには
何ができるのかを自ら考え、行動に移すこと。その
積み重ねこそが、一人ひとりが自由で豊かに暮ら
す未来につながるのではないでしょうか。
私たち市役所は、市民に最も近い基礎自治体です。近

いからこそ、市民一人ひとりの可能性を拓くことが
できる。近いからこそ、市民の皆さまとともに社会を
良くすることができる。対話を積み重ね、互いの理解
と尊重のもと、一人ひとりが行動することが、民主的
に社会を良くし続ける基盤だと考えます。
市長就任４年目に当たる令和８年度は、みんなで
育てた芽が花を咲かせる１年です。ともに描いて
きた総合計画の理念を、対話と過程の発信を通じ
て、市の具体的な施策や、市民主体の新たな取り組
みにつなげる１年です。
「学び」「文化」「協働」の３つの柱をあらゆる施策
に活かし、世界一住み続けたい「国際文化住宅都
市・芦屋」へ歩み続けていきます。
私たちは、誰よりも芦屋のことを考え、誰よりも芦
屋のために行動し続ける、そのことを、改めてここ
に固くお誓い申し上げます。
どうぞ、市民の皆さま、引き続き、ご支援とご協力を
賜りますよう心よりお願いいたします。

芦屋市長　髙島崚輔
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